
小学校の学習は、将来児童が社会人として自立するための基礎と

なる大切なものです。

学校で児童の学力向上に取り組んで参りますが、同時にご家庭で

もしっかりとした学習習慣を身に付けられるよう、連携とご指導を

頂くことにより、学習内容がより確かに習得され、活用力が伸びる

ものと考えています。

この度、本校児童の学力や学習の実態を踏まえ、全教職員で話し

合い、「家庭学習の手引き」を作成致しました。

ぜひお子様と一緒にご覧頂き、家庭学習の手助けとしてご活用頂

きますようお願い申し上げます。

２０２０年４月

湧別町立湧別小学校長

秋山 康則



～はじめに～

家での勉強（家庭学習）は、とても大切です。それ
は、学校で勉強したことをしっかりと身につけるた
めに、何回もくりかえし練習することが必要だから
です。時間をきちんと決めて、毎日、じっくりと家で
のべんきょう（家庭学習）に取り組みましょう。

■ 学習のきまり

○ 決まった時こくになったら机に向かいましょう。
○ つくえの上には学習用具だけ置きましょう。
○ 字はていねいに正しく書きましょう。
○ 「ながら勉強」をしないようにしましょう。
○ 今、学習しているところの漢字と計算は、少しず

つでも毎日復習するようにしましょう。
○ わかっていることばかりするのではなく、苦手な

ところにもどんどんちょうせんするようにしましょう。
○ ドリルや問題集は、必ず答え合わせをして、まち

がえたところをやり直し、くりかえし練習しましょう。
○ わからなかったところは、おうちの人や先生に聞

くなどして、かならず確かめましょう。
○ おわったら、おうちの人に見てもらうようにしまし

ょう。

■ 学習の時間

○ 曜日ごとに学習を始める時こくをきめましょう。
※ できるだけ夕食前にするようにしましょう。
※ 見たいテレビや習い事のことも考えて決め

ましょう。
○ １・２年生は、宿題が中心となり、学年が上がるに
つれて、自主学習（自学）にちょうせんしていきま
しょう。

○ １日どのくらい学習するか、次のページの表を参
考にして決めましょう。



○ 保護者のみなさんへ

全国学力・学習状況調査の結果から、湧別小児童は、
「家庭学習の習慣をつける必要がある」ということが明ら
かになりました。「小学校６年生の時には、１時間以上
学習できるようになる」ことを目指して湧別小学校では
取り組んでいきます。
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家で１日１時間以上学習する割
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☆ まず、「学年×１０分」から
始めましょう！

学年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６

目標
時間

１０分
以上

２０分
以上

３０分
以上

４０分
以上

５０分
以上

６０分
以上

わたしの学習時間は

分以上

時 分から始めます
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５７．１

６６．２



①まい日、しゅくだいをふくめて１０分よりおおく
べんきょう しましょう。
②じかんをきめてしゅうちゅうしてべんきょうする。
③テレビをみながらべんきょうはしない。
④だれがみてもわかるように ていねいなじで
ただしくかく。
⑤がくしゅうがおわったら、つぎの日のじかんわりを
しらべ、もちもののじゅんびをする。

じかんのめやす

１０ぷんいじょう

しゅくだいをしよう
～わからないところは、おうちのひとや

せんせいにおしえてもらいましょう。～

その

かていがくしゅうの
つぼ！

〈がくしゅうのながれ〉

じしゅがくしゅうにちょうせんしよう

～はやくおわったひとは、つぎのような
がくしゅうをしてみましょう。～

その

【こくご】
○きょうかしょをよむ

・いまがくしゅうしているところをよむ。
・これからがくしゅうするところをよむ。
・わからないかんじにふりがなをつける。

○かんじのれんしゅうをする
・ノートにおくりがなをつけてれんしゅうする。
・いろいろなじゅくごにしてれんしゅうする。
・ならったかんじをつかってぶんをつくる。
・テストなどでまちがえたかんじをれんしゅう
する。



○ 保護者のみなさんへ

・学習を始める前に、テレビなどを消したり、勉強する場
の整理整頓をしたりする習慣を身につけさせましょう。
・お忙しいとは思いますが、学習時間中は、近くにいて
あげましょう。
・がっこうからの連絡やお便り、明日の時間割などをお
子さんと一緒に確かめるようにお願いします。

【こくごのつづき】
○いみしらべをする

・きょうかしょをよんでわからないことば
のいみをしらべ、ノートにかく。
・そのことばをつかって、ぶんをつくって
みる。

○ししゃをする
・きょうかしょのぶんをノートにかきうつす。
「、」や「。」やだんらく・かぎかっこに きを
けてかきます。

○にっきをかく ・日づけ（○月△日）をかきます。
・できごとやきもちをかきます。
・ならったかんじをつかいましょう。

○どくしょをする ・いろいろな本をよみます。

【さんすう】
○きょうかしょのもんだいをする

・がっこうでべんきょうしたところを もう
いちど ノートにやってみます。
・まちがえた ときは、もう一ど します。

○けいさんをする
・ドリルやプリントをつかってけいさんれ
んしゅうをします。


